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１．概要（Summary ）目的・用途・実施内容 

フェムト秒レーザーを透明体試料内部に集光すると局所的にプラズマ化しボイドができる。その特異

な急加熱急冷過程により、ボイド周辺には母相とは異なる構造が残存することがある。本研究では

SPring-8 BL22XUを用いた X線回折実験を行い、フェムト秒レーザー照射によるフッ化カルシウム内部

のカルシウム高圧相凍結について診断した。 

 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

フェムト秒レーザー照射によるフッ化カルシウム内部に凍結されたカルシウム高圧相についての構造を

明らかにするため、 SPring-8のビームライン BL22XUにおいて X線回折実験（XRD）を行った。X線

光子エネルギーは十分な透過能をもつ 30 keVとした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

レーザーエネルギー 2 µJ/pulseの条件で集光した CaF2試料から得られた XRDパターンを観測した。そ

の結果 2.05 µJのエネルギーのフェムト秒レーザーを照射した領域にて、フッ化カルシウムとは異なる信

号を取得した。回折ピークから、圧縮されたカルシウムの fcc構造であることを示唆しており、残留応力

を見積もると約 62 GPaであることがわかった。圧力としては、カルシウムの高圧相が生成される圧力を

超えており、微小爆発によってカルシウムの高圧相の凍結が期待されることが示唆された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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